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（所長：税理士 本野 智之） 

所得税・住民税の「定額減税」について 

 3 月に日本銀行が金融緩和政策の修正を決定し、マイナス金利政策の解除等が実施

されました。とは言っても、マイナス金利から実質的なゼロ金利への修正ということ

で、現状では2016年当時のゼロ金利政策に戻したという内容です。 

 今春の賃上状況を鑑みての決定との報道がありましたが、ここ２年の大手企業の賃

上げ状況は以前では考えられないような内容となっており、バブル経済の崩壊から 30

年でこれほど賃金上昇圧力が強い時期はなかったように思います。 

 金融政策の変更にもかかわらず、円安が進行し、４月から多くの商品の値上げも実

施されています。物価上昇に給与水準が追い付いていないためか、100 円ショップの

売上高が増加基調で推移しているとの報道がありました。 

 残業規制の強化、少子化に伴う採用難、コスト上昇等、経営に関する前提条件が以

前に比べ厳しい方向に変化しており、経営のかじ取りもより難しいものとなってきて

います。 

 目の前の仕事を大切に取り組むのはもちろんですが、数年先を見据えて自社の経営

課題に取組んでいかなければ企業の存続がより難しい環境となっています。（改善には

時間がかかります。） 

 当事務所も職員の高齢化等、様々な経営課題を抱えておりますが、４月より社会人

３年目の新入職員が１名入社することになりました。戦力になるには数年かかります

が、同行等で皆様の職場にお伺いすることあるかと思いますので、可愛がって頂けれ

ばありがたいです。 

 ４月で30度を超える気温を記録するなど良く分からない気候となっていますが、健

康第一で皆様が過ごされることを祈念しております。 

数年先を見据えて経営課題に取り組みましょう 

 
（所長：税理士 本野 智之） 

Q＆A187 

定額減税とは？ 

我が国の経済については、３０年振りの高水準の賃上げなどの前向きな動きが見られて

おりますが、現時点では、賃金の上昇が物価の上昇に追いついていません。こうした中

で、政府では、2023 年に策定された経済対策に基づき、国民の負担軽減を目的に、一定

要件のもと、所得税と住民税から一人当たり合計4万円の減税を行うこととしています。 

令和 6 年 6 月から実施され、所得水準によって対象とならない方や、定額減税が十分

に受けられない方などにも各種給付金が対象となる場合があります。詳しくは、次のペー

ジのQ＆Aで解説しています。    

 

 
次の項目全てに✔がついた方が、減税の対象となります。 

□ 1 年以上、日本に住んでいます。 
□ 【所得税】令和 6 年分の合計所得金額が 1,805 万円以下 

(給与所得のみの場合は給与収入 2,000 万円以下） 
□ 【住民税】令和 5 年分の合計所得金額が 1,805 万円以下 

(給与所得のみの場合は給与収入 2,000 万円以下） 

 

次の項目の両方に✔がついたご家族※1が、減税の対象となります。 

□ 1 年以上、日本に住んでいます。 
□ 給与年収は、１０３万円以下※2 です。 
※1 あなたが扶養している家族が対象。他の人が扶養している家族は対象外。 

※2 給与以外の収入がある場合、収入から求めた合計所得が 48 万円以下。 

 

 
1 人あたり所得税3万円と住民税1万円が控除されるという制度です。これは所得からの控除で

はなく税額からの控除で、所得者本人につき所得税3万円、住民税1万円が税額から差し引かれま
す。 
そのほか、令和 6 年 6 月 1 日時点での本人の配偶者や扶養の人数により個々の定額減税の金額

は異なります。注意しなければならないのが、源泉徴収税額の計算のための「配偶者・扶養親族等
の数」と、定額減税の判定における「同一生計配偶者と扶養親族の数」は異なるという事です。 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 

6 月 2 日以降に子どもが生まれた、結婚・就職・退職したなどというケースもあるでしょう。ど
のような場合でも6月 1日時点での定額減税で 11月分の給与まで控除し、最終的には年末調整や
確定申告で調整を行います。高所得者も減税処理して年末調整で調整を行います。 

 そのほか、ご家庭により様々なケースがあると思いますので疑問に思った事は担当者までお気軽にご質問下さい。（担当：村井） 

1．定額減税の対象者は？ 

注：内閣官房HPより 

2．あなたのご家族が対象となるか確認しましょう 

減税額は、 

本人・同一生計配偶者・

扶養親族を対象とし、 

所得税 3万円／人 

住民税 1万円／人 

3．定額減税って具体的にどうするの？ 

4．年内に減税しきれない分は年末調整か確定申告で調整 
 



鮮魚・野菜 よし道 
〒920-0035 

金沢市中橋町 2-6 

営業時間：月～土曜日 9：00～18：00 

定 休 日  : 日曜日 

TEL :076-221-3483 

FAX :076-221-3417 

 

 

 

 
 

 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

鮮魚店「鮮魚・野菜 よし道」 さん 
ま し す 紹 を 介 

は 回 今 

今回は去年 7 月に創業 60 年以上の青果店がまちの魚屋さんとしてリニューアルオープンされた

中橋町にある鮮魚店「鮮魚・野菜 よし道」さんをご紹介します。 

実家の青果店を事業承継し、野菜と魚を充実させて地域に愛される店づくり、ファン獲得を目指

して日々奮闘しております。 

 

いつから起業を意識したか？ 

一昨年の秋ごろから。もともと両親が吉道食料品店を創業して約60年以上切り

盛りしてきましたが夫婦ともに高齢を理由に 3 年ほど前に退き、現在は姉と娘

の 2 人で店を守り続けてきましたがコロナの影響もあり、思うように経営が立

ち行かなくなりました。 

そこで両親が続けてきたお店をつぶすわけにはいかないという思いから、36 年

間勤務していた㈱忠村水産を退職して去年の 7 月 1 日にリニューアルオープン

という形で「鮮魚・野菜よし道」として再出発しました。 

おすすめ商品 
自家製の味噌をブレンドした味噌漬けは種類も豊富に取

り揃えており、ぶり、サーモン、銀だらなどがあります。
味噌が付いたまま焼くと焦げついてしまうので味噌は洗い
流して水気を切って弱火でじっくり焼くのがポイントで
す。 
刺身の盛り合わせはご予算や人数、お好みに合わせてお

造りできます。また何といっても当店の売りは取りに来ら
れる時間・配達時間に合わせて魚を盛り合わせるため、新
鮮なまま提供することができます。 
ご注文の際は店頭、お電話、FAXにて承りますので是非

お待ちしております。冬場はカニの配送等も行っていま
す。す。 

●担当者より● 
素人の私でも見分けがつくほどの味・新鮮さです。スーパーに売っているお刺身とでは全く異なります。
是非味わってみてはいかがでしょうか。                     （担当：高木） 

 

仕事のやりがい 

36年間で培った魚の販売、仕入のノウハウを生かしてその日に水揚げされた

魚が集まる中央卸売市場へ毎日行き、生きのいいものやお客様が欲しがるよ

うな商品を見つけて店頭に並べているため、新鮮でおいしい魚を少しでも安

く地元の人たちに提供することをモットーとしています。自分が選んだ魚を

買ってくれたお客様から美味しかったと言ってもらえること、そしてお客様

が笑顔になることに一番やりがいを感じています。 

 

刺身盛り合わせのご注文 

店内には沢山のお魚 

全て刺身や 

おろしにする

ことができま

す。 

 

 

               表会計休業日     日曜日・祝祭日 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日 月 火 水 木 金 土 

 

日 月 火 水 木 金 土 

   1 2 3 4       1 

5 6 7 8 9 10 11 2 3 4 5 6 7 8 

12 13 14 15 16 17 18 9 10 11 12 13 14 15 

19 20 21 22 23 24 25 16 17 18 19 20 21 22 

26 27 28 29 30 31  23 24 25 26 27 28 29 

        30       

10 日 源泉所得税の納付（毎月） 

 

 

10日 源泉所得税の納付（毎月） 

31日 3月決算法人の確定申告  
9 月決算法人の予定・中間申告 
自動車税、軽自動車税納付 
 

7/1 4 月決算法人の確定申告  
10月決算法人の予定・中間申告 
 

会長（表征史）の連載です。 
会長の覚書の中からの言葉を紹介して
います。 

励 ま し と 自 省 の 言 葉 

「最良のもの（心）を（持ち）与え続けなさい」（マザー・テレサの一文） 

 

奥能登大地震から四カ月余りが過ぎました。未だ被災地の多くの人たちは避難生活を強い

られ、生計の道筋すらできない状況にあります。しかし、時は容赦なく移り変わり桜花は一

斉に咲きそろい、今はもう散り行く日々となっています。 

一方で、この4月私事ながら孫4人が新社会人として家族の元をはなれ全国各地に散って

いきました。新しい人生への希望を持って歩む孫たちに、老婆心ながら私の好きなマザー・

テレサの一文を添えた激励文を贈りました。 

 

社会人になる皆様に送る言葉。 

“感謝と報恩” 

未熟な皆様です。様々な苦難があります。全て謙虚に受け入れ、日々の努力精進を期待し

ます。“人生に無駄はない” 

 

「最良のものを与え続けなさい」マザー・テレサ 

・人は不合理、非理論、利己的です。気にすることなく人を愛しなさい。 

・あなたが善を行うと、利己的な目的でそれをしたと言われるでしょう。 

気にすることなく善を行ないなさい。 

・善い行いをしてもおそらく次の日には忘れ去られるでしょう。 

気にすることなくし続けなさい。 

・あなたの正直さと誠実さがあなたを傷つけるでしょう。 

気にすることなく正直で誠実であり続けなさい。 

・あなたの最良のものを世に与え続けなさい。 

 

書き終えて思うことは、82歳になる愚かなる私への励ましの言葉と感じました。 

 （会長：税理士 表 征史） 

5 月・6月の税務と行事 


